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　静岡県農林技術研究所などが、
害虫・タバココナジラミの駆除で、成
虫を吸い込みながらハウス内を自
走する機械の開発を進めていま
す。超音波の振動で葉にいる虫を
飛び立たせ、発光ダイオード（ＬＥ
Ｄ）の光で吸い込み口におびき寄
せます。試験では装置を週６回使
い、トマトの葉にいる成虫を３～５割
減らしました。試験を重ね、実用化
を目指します。
　タバココナジラミは、成虫や幼虫
が野菜や花き類を吸汁し、成長を
阻害します。化学農薬への抵抗性

も発達しやすく、化学農薬以外の
防除法の確立が課題になっていま
す。
　同研究所は、化学農薬の低減
や省力化に向け、農研機構や、先
端技術を扱うピクシーダストテクノロ
ジーズと共同で今回の駆除機の
開発を進めています。
　電動で、バッテリーを搭載してい
ます。トマトの株に超音波を当てな
がら、畝に沿って自走します。超音
波による葉の振動で飛び立ったタ
バココナジラミは、緑色のＬＥＤライ
トで吸い込み口に誘引され、吸引

されます。吸引中の風圧でねじれ
て死にます。この技術で特許も出
願しています。試験では、１株当た
り１０秒間ＬＥＤライトを当てました。
　同研究所は、この駆除機だけで
は防除効果は不十分だとして、将
来的には、天敵・タバコカスミカメな
どと組み合わせて使うことを想定し
ています。天敵はＬＥＤライトに反応
せず、吸引されることもないといいま
す。今後、さらに防除効果のデータ
を集めるなどして、実用化を目指し
ます。
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超音波▶揺らして ＬＥＤ▶誘って 吸う
対タバココナジラミ自走ロボ

静岡県農林技術研究所などが開発した
自走する害虫吸引車（同研究所提供）

　ワイヤーメッシュ柵は獣害対
策資材として全国で導入されて
いますが、下部からの侵入対策
が不十分の場合、イノシシが侵
入する恐れがあります。また、イノ
シシに柵を壊されることも少なく
ないですが、十分な強度を持つ
資材はコストがかかります。
　そこで、下部からの侵入や損
傷を抑制するため、ワイヤーメッ
シュ柵に簡単、かつ安価 に電気
線を設置するための支持具を㈱
末松電子製作所、兵庫県立大
学、三重県農業研究所の３者で

開発（イノベーション創出強化研
究推進事業）し、㈱末松電子製
作所が商品化しました。
　本資材の金属部をワイヤー
メッシュに取り付け、電気線挿入
溝から電気線を挿入し、電気線
の始点と終点にFRP支柱用フッ
クを装着して電気線を結束しま
す。同フックを装着することで、
ゲート用ハンドルにも対応しま
す。
　金属部はワイヤーメッシュの線
径3.2㎜に対応するタイプと、線
径4～6㎜に対応するタイプがあ

線下の雑草は草刈り機により容
易に刈り払いが可能です。

ります。ワイヤーメッシュから電気
線までの距離は、長いタイプで
約20㎝、短いタイプで約10㎝で
す。
　一般的な電気柵資材と比べ
て、電気柵機能の追加にかかる
設置所要時間を約2割、資材費
を約3割削減できます。また、電
気柵用支柱が不要のため、電気
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図1 本開発資材概観 図２ 電気線保持の様子

簡易で安価に設置できる電気線支持具の開発
獣害を防止へ
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